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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ゼ
ロ
の
使
い
魔
　
～
二
人
の
使
い
魔
！
？
～
（
仮
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
８
６
２
Ｍ

【
作
者
名
】

　
琥
珀

【
あ
ら
す
じ
】

　
ゼ
ロ
の
ル
イ
ズ
は
使
い
魔
召
喚
で
あ
り
え
な
い
事
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
！

な
ん
と
、
使
い
魔
は
異
世
界
に
住
む
人
間
だ
っ
た
！
！

し
か
も
二
人
…
。

ゼ
ロ
と
呼
ば
れ
た
彼
女
に
二
人
の
使
い
魔
―
―
―
。

三
人
の
運
命
は
―
―
―
―
―
―
―
？
？
？
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ツ
バ
サ
（
原
作
）
と
ゼ
ロ
の
使
い
魔
（
ア
ニ
メ
＆
コ
ミ
ッ
ク
）
の
ク
ロ
ス
オ
ー

バ
ー
作
品
で
す
。

ア
ニ
メ
と
コ
ミ
ッ
ク
が
混
ざ
っ
た
も
の
で
す
が
、
大
目
に
見
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
話
も
書
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
～
ル
イ
ズ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
～

美
し
い
草
原
の
中
に
、
綺
麗
な
創
り
の
建
物
が
あ
る
。

そ
こ
は
、
ト
リ
ス
テ
イ
ン
魔
法
学
院
―
―
―
―
―
―

こ
こ
は
学
院
の
寮
。

そ
の
中
の
一
部
屋
で
、
あ
る
少
女
が
眠
っ
て
い
る
。

そ
の
少
女
の
瞳
が
、
朝
日
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。

少
女
は
眠
そ
う
に
髪
を
と
か
し
、
ブ
ラ
ウ
ス
と
黒
の
ス
カ
ー
ト
、

黒
の
ハ
イ
ソ
ッ
ク
ス
、
黒
の
マ
ン
ト
を
身
に
付
け
る
。

こ
の
学
院
の
制
服
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
杖
を
手
に
取
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
皆
さ
ん
。
二
年
生
へ
の
進
級
お
め
で
と
う
。
」

と
女
性
の
先
生
の
声
が
響
い
た
。

「
今
年
度
か
ら
こ
の
ト
リ
ス
テ
イ
ン
魔
法
学
院
に
赴
任
し
ま
し
た
、
ミ
セ
ス
・

シ
ュ
ブ
ル
ー
ズ
で
す
。

　
属
性
は
土
。
二
つ
名
は
赤
土
の
シ
ュ
ブ
ル
ー
ズ
。
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こ
れ
か
ら
一
年
間
、
土
系
統
の
魔
法
を
皆
さ
ん
に
講
義
し
ま
す
。
」

先
生
が
そ
う
説
明
す
る
間
、
赤
く
長
い
髪
の
女
性
と
、
銀
髪
の
男
性
が
何
か
喋

っ
て
い
る
。

「
さ
て
皆
さ
ん
。
魔
法
の
四
大
系
統
は
？
」

シ
ュ
ブ
ル
ー
ズ
先
生
が
質
問
を
し
て
き
た
。

す
る
と
、
金
髪
の
バ
ラ
を
持
っ
た
少
年
が
「
あ
、
は
」
と
言
っ
て
立
ち
上
が
っ

た
。

「
火
、
水
、
土
、
風
の
四
系
統
で
す
。
」

そ
こ
ま
で
言
う
と
、

「
そ
し
て
な
ん
た
る
奇
遇
！
僕
の
属
性
も
ミ
セ
ス
と
同
じ
く
土
。

　
二
つ
名
を
青
銅
の
、
ギ
ー
シ
ュ
・
ド
・
グ
ラ
モ
ン
と
申
し
ま
す
。
お
見
知
り

置
き
を
。
」

と
、
腕
を
広
げ
、
大
げ
さ
に
自
己
紹
介
を
す
る
。

隣
の
女
性
徒
は
呆
れ
た
顔
を
し
た
。

「
よ
ろ
し
く
。
ミ
ス
タ
ー
・
グ
ラ
モ
ン
。
土
は
万
物
の
組
成
司
る
、
重
要
な
魔

法
。

　
そ
れ
を
ま
ず
、
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
基
本
で
あ
る
錬
金
の
魔
法
を
覚
え
て

も
ら
い
ま
す
。
」

そ
う
言
っ
て
三
つ
の
石
を
取
り
出
す
と
、
杖
を
傾
け
、
真
剣
な
顔
に
な
り
、
呪

文
を
唱
え
た
。

「
レ
ル
・
イ
ン
・
ヤ
ー
ナ
」

す
る
と
石
が
カ
タ
カ
タ
と
動
き
、
黄
金
の
色
に
変
化
し
た
。

「
お
お
ー
！
」

と
、
生
徒
か
ら
歓
声
が
あ
が
る
。

「
そ
、
そ
れ
っ
て
ゴ
ー
ル
ド
で
す
か
！
？
」

先
程
の
髪
の
赤
い
女
性
が
身
を
乗
り
出
し
て
聞
く
。
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し
か
し
、

「
い
い
え
。
真
鍮
で
す
。
」

と
聞
く
と
、

「
な
～
ん
だ
…
」

と
言
っ
て
、
席
に
座
っ
た
。

「
で
は
、
誰
か
に
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
か
」

そ
う
言
っ
て
先
生
は
当
て
る
生
徒
を
探
す
。

そ
し
て
、
一
人
の
生
徒
を
見
つ
け
た
。

「
で
は
貴
女
。
そ
こ
の
貴
女
」

生
徒
が
ざ
わ
つ
く
。

「
え
ぇ
！
？
」

と
い
う
声
が
す
る
。

「
…
え
？
」

当
て
ら
れ
た
生
徒
―
―
―
―
先
程
の
少
女
は
、
小
さ
く
反
応
し
た
。

「
名
前
は
？
」

「
ル
イ
ズ
」

そ
う
言
っ
て
席
を
立
つ
と
、

「
ル
イ
ズ
・
ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
ル
で
す
。
」

と
自
己
紹
介
を
し
た
。

す
る
と
、

「
あ
の
～
、
先
生
…
」

と
手
を
挙
げ
る
生
徒
が
い
た
。

「
何
か
？
」

「
そ
の
～
止
め
て
お
い
た
方
が
…
」

周
り
が
「
う
ん
う
ん
！
」
と
頷
く
。

「
危
険
で
す
！
ル
イ
ズ
が
や
る
く
ら
い
な
ら
あ
た
し
が
！
」

赤
い
髪
の
女
性
が
叫
ぶ
。

そ
れ
に
ル
イ
ズ
は
ム
ッ
て
な
っ
た
。
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「
危
険
？
錬
金
の
何
が
危
険
だ
と
い
う
の
？
」

ル
イ
ズ
が
プ
ル
プ
ル
と
震
え
る
。

そ
し
て
、

「
や
り
ま
す
！
や
ら
せ
て
下
さ
い
！
」

と
叫
ん
だ
。

す
る
と
、
周
り
が
怯
え
た
…
。

「
よ
ろ
し
い
。
」

ル
イ
ズ
が
前
に
立
つ
と
、
皆
、
机
の
下
に
隠
れ
た
り
、
青
髪
の
少
女
は
教
室
を

出
て
い
っ
た
。

「
ル
イ
ズ
！
や
め
て
！
」

「
黙
っ
て
、
気
が
散
る
か
ら
」

「
う
ぅ
…
！
」

「
練
金
し
た
い
金
属
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
す
。
」

ル
イ
ズ
は
頷
く
。

そ
し
て
、
机
を
か
ざ
す
と
、

「
レ
ル
・
イ
ン
・
ヤ
ー
ナ
」

と
唱
え
た
。

す
る
と
石
は
光
を
放
ち
…
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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「
今
年
度
も
何
事
も
無
く
無
事
始
ま
っ
た
の
」

「
え
ぇ
。
何
よ
り
で
す
。
」

年
寄
り
の
お
爺
さ
ん
と
若
い
女
性
が
会
話
す
る
。

「
学
院
長
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
事
は
無
い
。
」

お
爺
さ
ん
―
―
学
院
長
は
そ
う
言
っ
て
タ
バ
コ
（
？
）
を
吸
う
。

そ
れ
を
女
性
は
魔
法
で
取
り
上
げ
た
。

「
…
ふ
ー
。
や
れ
や
れ
…
」

「
健
康
管
理
も
秘
書
の
勤
め
で
す
わ
。
オ
ー
ル
ド
・
オ
ス
マ
ン
」

「
年
寄
り
の
数
少
な
い
楽
し
み
を
奪
お
う
と
い
う
の
か
ね
？
ミ
ス
・
ロ
ン
グ
ビ

ル
」

オ
ー
ル
ド
・
オ
ス
マ
ン
は
そ
う
言
っ
て
、
ミ
ス
・
ロ
ン
グ
ビ
ル
の
尻
を
触
る
。

「
お
尻
を
触
る
の
は
や
め
て
下
さ
い
。
」

「
…
！
は
れ
ー
ほ
ほ
ー
」

「
都
合
が
悪
く
な
る
と
ボ
ケ
た
フ
リ
を
す
る
の
も
や
め
て
下
さ
い
？
」

「
お
お
！
時
に
明
日
は
二
年
生
の
使
い
魔
召
喚
の
儀
式
じ
ゃ
っ
た
の
」

「
…
ち
っ
、
ク
ソ
ジ
ジ
イ
…
」

ミ
ス
・
ロ
ン
グ
ビ
ル
は
ボ
ソ
ッ
と
言
っ
た
。

す
る
と
ど
こ
か
ら
か
ネ
ズ
ミ
が
現
れ
た
。

「
使
い
魔
は
一
生
の
し
も
べ
で
あ
り
、
友
で
あ
り
、
そ
し
て
、
目
で
あ
り
、
耳

で
あ
る
。

　
我
が
使
い
魔
、
モ
ー
ト
ス
グ
ニ
ル
よ
。
お
前
と
も
、
長
い
付
き
合
い
じ
ゃ
の

ぅ
。

　
お
、
そ
う
か
、
白
か
。
純
白
と
な
！
」

ミ
ス
・
ロ
ン
グ
ビ
ル
が
ビ
ク
ッ
と
反
応
し
た
。

「
ん
ー
？
ミ
ス
・
ロ
ン
グ
ビ
ル
は
白
よ
り
黒
が
似
合
う
と
思
う
の
じ
ゃ
が
…
。

そ
う
は
思
わ
ん
か
？
」

「
オ
ー
ル
ド
・
オ
ス
マ
ン
？
今
度
や
っ
た
ら
王
室
に
報
告
し
ま
す
！
」
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「
ん
ん
！
？
か
ー
！
！
」

オ
ス
マ
ン
は
カ
ッ
と
目
を
開
い
た
。

「
た
か
が
下
着
を
除
か
れ
た
く
ら
い
で
カ
ッ
カ
し
な
さ
ん
な
！
そ
ん
な
風
だ
か

ら
婚
期
を
逃
す
の
じ
ゃ
！
」

そ
の
言
葉
に
ミ
ス
・
ロ
ン
グ
ビ
ル
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
た
。

そ
し
て
、
オ
ー
ル
ド
・
オ
ス
マ
ン
の
事
を
蹴
る
。

「
あ
た
…
、
ご
め
ん
…
。
も
う
し
な
い
…
。
ほ
ん
と
…
。
許
し
て
…
」

ド
カ
―
―
―
―
ン
！
！
！

「
ん
？
」

「
今
の
は
？
」

「
お
そ
ら
く
ま
た
あ
の
娘
で
す
わ
。
」

「
あ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
ル
家
の
三
女
か
…
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

教
室
に
も
く
も
く
と
煙
が
立
ち
込
め
る
。

ル
イ
ズ
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。
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「
～
～
だ
か
ら
言
っ
た
の
よ
！
」

そ
う
怒
鳴
ら
れ
る
が
、

「
ち
ょ
っ
と
失
敗
し
た
み
た
い
ね
。
」

ル
イ
ズ
は
顔
を
拭
き
な
が
ら
言
う
。

「
ど
こ
が
ち
ょ
っ
と
だ
よ
？
」

「
今
ま
で
成
功
の
確
率
ゼ
ロ
じ
ゃ
な
い
か
！
」

「
ゼ
ロ
の
ル
イ
ズ
！
」

ル
イ
ズ
は
何
を
言
わ
れ
て
も
平
然
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
目
を
回
し
て
気
絶
し
て
い
る
、
ミ
セ
ス
・
シ
ュ
ブ
ル
ー
ズ
を
見
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

あ
る
部
屋
か
ら
出
て
階
段
を
降
り
る
と
、
赤
い
髪
の
女
性
な
ど
の
、
女
生
徒
が

い
た
。

「
ね
え
ど
う
だ
っ
た
？
ま
た
反
省
室
？
そ
れ
と
も
い
よ
い
よ
退
学
…
な
ん
て
ね
。

「
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ッ
！
」
」

「
…
」

ル
イ
ズ
は
静
か
に
階
段
を
降
り
て
い
き
、

「
お
と
が
め
は
無
し
よ
」

と
言
っ
た
。

「
え
！
？
ど
う
し
て
！
？
」

「
生
徒
達
が
止
め
た
の
に
、
あ
た
し
に
魔
法
を
使
わ
せ
た
先
生
に
も
責
任
が
あ

る
っ
て
…
」

ル
イ
ズ
が
そ
う
言
う
と
、

「
「
ぷ
っ
！
！
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ッ
！
」
」

「
ち
ょ
っ
と
調
子
が
悪
か
っ
た
だ
け
よ
！
」

「
い
つ
も
調
子
が
悪
い
ん
だ
よ
ね
ー
！
未
だ
に
二
つ
名
も
持
て
な
い
、
ゼ
ロ
の

ル
イ
ズ
は
！
」

「
う
る
さ
い
わ
ね
！
」
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「
明
日
が
見
も
の
ね
～
？
ど
ん
な
使
い
魔
を
召
喚
し
て
く
れ
る
の
や
ら
…
」

ル
イ
ズ
は
そ
う
言
わ
れ
て
女
性
達
を
見
た
。

「
「
？
」
」

「
わ
た
し
、
召
喚
魔
法
、
「
サ
モ
ン
・
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ド
」
だ
け
は
自
信
が
あ
る

の
！
」

「
え
！
？
」

「
見
て
な
さ
い
！
ア
ン
タ
達
全
員
で
も
及
ば
な
い
程
、

神
聖
で
、
美
し
く
、
そ
し
て
強
力
な
使
い
魔
を
呼
び
出
し
て
見
せ
る
わ
！
」

ル
イ
ズ
は
そ
う
言
う
と
階
段
を
降
り
て
い
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ル
イ
ズ
は
ネ
グ
リ
ジ
ェ
を
取
り
出
す
と
、
そ
れ
に
着
替
え
、
ベ
ッ
ド
に
ダ
イ
ブ

し
た
。

そ
し
て
、
先
程
の
事
を
思
い
出
し
た
。

『
サ
モ
ン
・
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ド
だ
け
は
自
信
が
あ
る
の
！
』

「
言
う
ん
じ
ゃ
無
か
っ
た
ぁ
…
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
次
の
日

 
 
 
 

使
い
魔
召
喚
―
―
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「
い
よ
い
よ
今
日
は
召
喚
の
儀
式
で
あ
り
ま
す
！

　
こ
れ
は
、
二
年
生
に
進
級
し
た
君
た
ち
の
最
初
の
試
験
で
も
あ
り
、

　
貴
族
と
し
て
、
一
生
を
共
に
す
る
使
い
魔
と
の
、
神
聖
な
出
会
い
の
日
で
も

あ
り
ま
す
！
」

男
の
先
生
が
言
う
。

ル
イ
ズ
は
杖
を
握
り
し
め
た
。

「
楽
し
み
だ
わ
ぁ
～
？
貴
女
が
ど
ん
な
使
い
魔
を
召
喚
す
る
か
」

「
ほ
っ
と
い
て
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

あ
る
生
徒
が
使
い
魔
を
召
喚
す
る
。

す
る
と
、
不
思
議
な
生
物
が
出
て
き
た
。

「
バ
グ
ベ
ア
だ
！
」

「
す
げ
ー
」

「
お
ぉ
ー
。
こ
れ
は
お
見
事
」

「
こ
れ
で
変
な
使
い
魔
が
来
ち
ゃ
っ
た
日
に
は
、
一
生
の
恥
ね
」

女
生
徒
が
そ
う
言
う
と
、
ギ
ー
シ
ュ
が
近
付
き

「
君
な
ら
、
愛
ら
し
く
て
、
魅
力
的
な
使
い
魔
が
や
っ
て
く
る
筈
さ
。
モ
ン
モ

ラ
ン
シ
ー
」

と
カ
ッ
コ
つ
け
る
。

「
フ
ン
！
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
」

と
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
は
答
え
た
。

「
使
い
魔
は
、
主
人
に
一
番
お
似
合
い
の
が
召
喚
さ
れ
る
か
ら
ね
ぇ
。
さ
し
づ

め
僕
は
…
」

「
次
は
！
？
」

カ
ッ
コ
つ
け
て
い
た
ギ
ー
シ
ュ
だ
が
、
そ
の
声
に
我
に
か
え
っ
た
。

「
お
っ
と
。
わ
た
く
し
、
ギ
ー
シ
ュ
・
ド
・
グ
ラ
モ
ン
で
す
。
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ミ
ス
タ
ー
・
コ
ル
ベ
ー
ル
。
こ
の
わ
た
く
し
が
、
本
学
院
創
立
以
来
の
使
い

魔
を
召
喚
し
て
…
」

と
ぐ
だ
ぐ
だ
言
っ
て
い
た
が
、
コ
ル
ベ
ー
ル
に
止
め
ら
れ
、
儀
式
を
始
め
た
。

「
常
に
我
等
を
導
き
し
偉
大
な
る
始
祖
ブ
リ
ミ
ル
よ
。

こ
の
青
銅
の
ギ
ー
シ
ュ
の
し
も
べ
と
な
り
し
気
高
き
者
よ
ー
！
」

ゴ
ゴ
ゴ
…
と
地
響
き
が
な
る
。

「
我
が
聖
な
る
召
喚
に
…
答
え
た
ま
え
！
」

そ
う
言
う
と
地
面
か
ら
、

…
巨
体
も
ぐ
ら
が
出
て
き
た
。

ギ
ー
シ
ュ
は
目
を
丸
く
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
最
後
に
来
て
、
大
物
を
出
し
た
も
の
で
す
な
ぁ
。
ミ
ス
・
ツ
ェ
ル
プ
ス
ト
ー
」

コ
ル
ベ
ー
ル
の
言
葉
に

「
わ
た
く
し
の
二
つ
名
、
微
熱
の
キ
ュ
ル
ケ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
結
果
で
す
わ
。

」と
キ
ュ
ル
ケ
は
笑
っ
た
。

使
い
魔
の
サ
マ
ラ
ン
ダ
―
を
な
で
な
が
ら
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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「
え
ー
！
こ
れ
で
全
員
で
す
か
な
？
」

「
い
い
え
？
ま
だ
、
ミ
ス
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
ル
が
」

「
あ
…
」

ル
イ
ズ
は
ム
ッ
と
し
た
。

「
ゼ
ロ
の
ル
イ
ズ
か
よ
…
」

「
何
呼
び
出
す
ん
だ
？
」

「
呼
び
出
せ
っ
こ
無
い
で
し
ょ
？
ま
た
爆
発
し
て
お
し
ま
い
よ
！
」

と
周
り
が
こ
そ
こ
そ
言
う
。

「
大
見
得
き
っ
た
以
上
、
こ
の
子
よ
り
す
ご
い
の
を
召
喚
出
来
る
の
よ
ね
？
ル

イ
ズ
？
」

「
当
然
で
し
ょ
？
」

ル
イ
ズ
は
口
を
尖
ら
せ
た
。

杖
を
ギ
ュ
ッ
と
握
る
。

「
（
お
願
い
…
！
）

　
宇
宙
の
果
て
の
何
処
か
に
い
る
わ
た
し
の
し
も
べ
よ
！
」

「
「
「
！
？
」
」
」

ル
イ
ズ
の
呪
文
に
皆
疑
問
符
を
浮
か
べ
る
。

「
な
ぁ
に
あ
の
呪
文
」

「
ま
、
ま
ぁ
、
独
自
性
は
あ
る
な
」

「
神
聖
で
、
美
し
く
、
そ
し
て
強
力
な
使
い
魔
よ
！

わ
た
し
は
心
よ
り
求
め
、
訴
え
る
わ
！
我
が
導
き
に
答
え
な
さ
い
！
」

ル
イ
ズ
は
杖
を
振
り
下
ろ
し
た
。
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ド
カ
―
―
―
―
ン
！
！
！

「
や
っ
ぱ
り
こ
う
な
っ
た
か
！
」

「
大
丈
夫
か
い
？
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
」

「
あ
っ
…
」

「
ん
？
」

モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
は
あ
る
方
向
を
指
差
し
て
い
た
。

そ
こ
に
は
…

「
に
、
人
間
！
？
」

「
そ
れ
も
二
人
！
？
」

「
あ
、
で
も
な
ん
か
白
い
の
も
い
る
…
」

「
で
も
…
あ
の
格
好
は
ど
う
見
て
も
平
民
…
」

「
あ
、
あ
あ
。
平
民
だ
ね
。
間
違
い
無
く
」

ル
イ
ズ
は
顔
を
ひ
き
つ
ら
せ
た
。

「
こ
、
こ
ん
な
奴
ら
が
、
神
聖
で
、
美
し
く
、
そ
し
て
強
力
な
…
」

ル
イ
ズ
の
前
に
は
、
二
人
の
少
年
と
、
白
い
生
物
が
い
た
―
―
―
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プ
ロ
ロ
ー
グ
～
ル
イ
ズ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
～
（
後
書
き
）

「
な
、
な
な
…
な
ん
な
の
よ
！
こ
の
小
説
は
！
」

る
、
ル
イ
ズ
落
ち
着
い
て
！
ね
ね
？

「
こ
、
こ
ん
な
…
こ
ん
な
…
！
！
」

は
、
は
は
…
（
汗
）

「
大
体
！
私
の
使
い
魔
は
誰
な
の
よ
！
」

え
ー
と
え
ー
と
…
！

プ
ロ
ロ
ー
グ
が
終
わ
っ
た
ら
分
か
る
か
ら
！

ね
？

「
…
分
か
っ
た
わ
。
で
も
！
早
く
し
な
さ
い
よ
ね
！

犬
～
～
～
～
～
～
～
～
！
！
！
！
」

ぎ
ゃ
―
―
―
―
！
！
！
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プ
ロ
ロ
ー
グ
２
～
小
狼
＆
才
人
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
～

―
―
―
―
小
狼
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
―
―
―
―

「
お
ー
い
。
小
狼
く
ー
ん
、
サ
ク
ラ
ち
ゃ
ー
ん
」

「
フ
ァ
イ
さ
ん
！
」

「
黒
鋼
さ
ん
！
モ
コ
ナ
」

小
狼
達
は
新
し
い
国
で
サ
ク
ラ
の
羽
根
を
探
し
て
い
た
。

「
見
つ
か
り
ま
し
た
？
」

「
い
や
～
全
然
だ
よ
～
。
小
狼
く
ん
達
は
～
？
」

フ
ァ
イ
が
ヘ
ラ
ン
と
笑
う
。

し
か
し
、
サ
ク
ラ
と
小
狼
は
は
ぁ
…
と
た
め
息
を
つ
い
た
。

「
わ
た
し
達
も
ダ
メ
な
ん
で
す
…
。
」

「
で
も
、
羽
根
は
必
ず
見
つ
け
ま
す
。
」

「
た
く
…
」

黒
鋼
が
頭
を
ガ
シ
ガ
シ
と
か
く
。

「
小
狼
、
か
っ
こ
い
い
ー
！
」

「
お
れ
、
も
う
少
し
探
し
て
み
ま
す
！
」

「
モ
コ
ナ
も
行
く
っ
！
」

モ
コ
ナ
は
小
狼
の
肩
に
飛
び
乗
っ
た
。

「
…
気
を
つ
け
て
ね
？
小
狼
く
ん
」

「
は
い
。
い
っ
て
き
ま
す
。
」

小
狼
は
に
っ
こ
り
笑
っ
た
。

そ
の
時
、
サ
ク
ラ
は
な
ぜ
か
、
こ
の
ま
ま
小
狼
を
行
か
せ
た
ら
、
小
狼
に
会
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
…

そ
ん
な
予
感
が
し
た
―
―
―
―
―
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「
う
ー
ん
…
。
や
っ
ぱ
り
無
い
な
ぁ
…
」

「
小
狼
、
も
う
暗
い
よ
？
」

モ
コ
ナ
が
少
し
心
配
そ
う
に
言
う
。

「
…
そ
う
だ
ね
。
か
え
…
あ
れ
？
」

帰
ろ
う
か
、
と
言
お
う
と
し
た
小
狼
の
前
に
星
の
描
か
れ
た
魔
方
陣
の
よ
う
な

も
の
が
浮
か
ぶ
。

「
な
ん
だ
ろ
う
。
こ
れ
…
」

小
狼
は
不
思
議
そ
う
に
そ
れ
を
見
つ
め
る
。

そ
し
て
目
を
輝
か
せ
た
。

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
…
！
ど
う
な
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
？
」

い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
観
察
す
る
。

そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
ハ
ン
パ
な
い
。

「
小
狼
興
味
津
々
な
の
っ
！
」

「
あ
、
こ
れ
入
れ
そ
う
…
」

「
入
っ
て
み
る
？
小
狼
」

「
…
」

小
狼
は
少
し
だ
け
悩
ん
だ

し
か
し
…

「
入
っ
て
み
る
よ
！
危
険
な
感
じ
は
し
な
い
し
ね
」

小
狼
は
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
た
。

小
狼
は
不
思
議
な
も
の
に
は
目
が
な
い
の
だ
。

小
狼
は
魔
方
陣
（
？
）
に
手
を
つ
け
、
入
っ
て
行
っ
た
。

「
（
す
ご
い
…
！
）
」

「
小
狼
、
真
っ
暗
だ
よ
？
」
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「
う
ん
…
え
！
？
」

「
あ
あ
っ
！
？
」

「
出
入
口
が
…
っ
！
」

な
ん
と
、
出
入
口
が
消
え
て
し
ま
っ
た
！

唯
一
の
出
入
口
が
…
。

「
で
も
モ
コ
ナ
」

「
な
ぁ
に
？
小
狼
」

す
る
と
小
狼
は
奥
を
指
指
し
た
。

「
道
は
続
い
て
る
か
ら
、
出
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
何
も
し
な
い
よ
り
は
、

進
も
う
。
」

「
う
ん
っ
！
歩
こ
う
っ
！
」

「
（
実
際
歩
く
の
は
お
れ
だ
け
だ
け
ど
…
）
」

と
小
狼
は
苦
笑
し
た
。

―
―
―
―
才
人
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
―
―
―
―

「
ふ
あ
～
～
あ
」

才
人
は
大
あ
く
び
を
し
た
。

「
学
校
が
終
わ
っ
た
ら
次
は
塾
か
～
～
。
か
っ
た
る
い
な
。
ネ
ッ
ト
や
り
た
い

～
。
」

と
才
人
は
愚
痴
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
塾
へ
と
向
か
う
。

「
毎
日
が
平
凡
な
高
校
生
活
に
も
飽
き
ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
。

　
何
か
「
あ
っ
！
」
と
驚
く
よ
う
な
こ
と
起
き
な
い
か
な
―
―
」

そ
ん
な
事
を
言
っ
て
い
る
と
、

「
あ
っ
！
？
」

才
人
の
前
に
星
が
描
か
れ
た
魔
法
陣
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
た
。
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「
な
…
…
何
だ
コ
レ
―
！
？
突
然
道
の
真
ん
中
に
…
…
！
お
も
し
れ
ー
！
何
だ

何
だ
～
～
！
？
」

才
人
は
嬉
し
そ
う
に
そ
れ
に
近
づ
く
。

「
こ
れ
…
中
に
入
れ
そ
う
だ
な
。
特
に
危
険
は
な
さ
そ
う
だ
し
入
っ
て
み
る
か

…
」

そ
う
言
っ
て
手
を
付
く
と
、
ず
っ
　
と
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

「
お
…
？
お
お
ー
！
」

ず
ず
っ
と
才
人
は
吸
い
込
ま
れ
た
。

「
な
ー
ん
だ
真
っ
暗
で
何
も
な
い
じ
ゃ
ん
。
つ
ま
ん
ね
ー
…
」

そ
ん
な
事
を
言
っ
て
い
る
と
…

フ
ッ

「
（
え
…
…
？
出
入
口
が
消
え
た
！
！
ア
レ
…
…
！
？
う
…
う
そ
だ
ろ
！
？
ど

う
し
た
ら
い
い
ん
だ
よ
ー
！
）
」

混
乱
に
陥
る
か
と
思
い
き
や
…
。

「
（
う
ー
ん
。
ま
っ
…
ど
っ
か
に
出
ら
れ
る
だ
ろ
）
」

と
才
人
は
軽
く
考
え
、
ま
た
歩
き
だ
し
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
２
～
小
狼
＆
才
人
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
～
（
後
書
き
）

「
な
ん
か
…
俺
の
方
が
バ
カ
っ
ぽ
く
な
い
？
」

そ
ん
な
事
な
い
よ

「
そ
、
そ
う
で
す
よ
！
」

小
狼
は
元
々
賢
い
か
ら
才
人
が
バ
カ
に
見
え
る
だ
け
だ
よ
。

「
そ
う
で
…
え
！
？
」

「
な
ん
だ
と
琥
珀
！
！
！
」

え
ー
？
だ
っ
て
才
人
は
普
通
の
へ
ー
ぼ
ん
な
高
校
生
で
、

小
狼
は
サ
ク
ラ
の
為
に
一
生
懸
命
に
、
命
を
も
か
け
て
異
世
界
を
旅
す
る

十
四
歳
の
少
年
…

違
い
す
ぎ
で
し
ょ

「
う
っ
…
！
！
」

「
お
れ
は
サ
ク
ラ
姫
を
救
い
た
い
だ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
別
に
す
ご
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
や
り
た
い
事
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
す
か
ら
。
」

「
す
げ
ー
…
」

小
狼
は
自
惚
れ
し
な
い
も
ん
ね
ー

ホ
ン
ト
に
偉
い

「
そ
っ
そ
ん
な
事
は
！
才
人
さ
ん
だ
っ
て
、
つ
ま
ん
な
い
と
思
っ
て
い
て
も

き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
偉
い
で
す
！
」
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「
そ
、
そ
う
か
…
？
そ
う
か
な
？
え
へ
へ
…
」

…
年
下
に
気
を
使
わ
せ
て
ど
ー
す
る

「
な
っ
！
お
前
に
言
わ
れ
た
く
…
！
」

わ
た
し
は
今
十
三
歳
だ
も
ー
ん
！

「
く
っ
そ
ー
！
」

「
ま
、
ま
あ
ま
あ
…
」
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契
約

「
あ
ん
た
達
…
誰
？
」

ル
イ
ズ
は
訝
し
げ
に
尋
ね
た
。

し
か
し
、

「
（
え
…
？
な
ん
だ
っ
て
？
）
」

「
（
え
？
な
ん
て
言
っ
た
ん
だ
？
）
」

才
人
と
小
狼
に
は
通
じ
な
い
。

ち
な
み
に
、
モ
コ
ナ
は
ま
だ
気
絶
し
て
い
る
。

二
人
は
体
を
起
こ
し
た
。

小
狼
は
モ
コ
ナ
を
抱
え
な
が
ら
。

「
（
ど
こ
だ
？
こ
こ
は
…
）
」

と
才
人
は
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
す
る
。

小
狼
は
、

「
（
こ
こ
は
…
？
ま
さ
か
次
の
世
界
…
！
？
）
」

と
考
え
、
少
し
顔
が
青
ざ
め
た
。

「
言
葉
が
通
じ
な
い
の
？
」

ル
イ
ズ
は
や
は
り
訝
し
げ
に
言
う
。

「
（
言
葉
が
…
モ
コ
ナ
が
い
る
の
に
…
！
）
」
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小
狼
が
そ
う
考
え
て
い
る
と
、

「
ど
こ
の
平
民
？
」

と
ル
イ
ズ
が
尋
ね
た
。

「
（
英
語
？
じ
ゃ
ね
ー
な
…
。
そ
れ
に
…
）
」

才
人
は
辺
り
を
見
回
す
。

す
る
と
キ
ュ
ル
ケ
が
歩
い
て
来
た
。

笑
い
な
が
ら
。

「
お
…
大
見
得
き
っ
た
だ
け
の
事
は
あ
る
わ
ね
？
ま
さ
か
平
民
を
呼
び
出
す
な

ん
て
」

「
「
「
ク
ス
ク
ス
ク
ス
ク
ス
」
」
」

周
り
が
ク
ス
ク
ス
と
笑
い
、
ル
イ
ズ
は
ム
ッ
と
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
間
違
え
た
だ
け
よ
！
」

と
ル
イ
ズ
は
キ
ュ
ル
ケ
に
怒
鳴
る
が
、

「
さ
す
が
ゼ
ロ
の
ル
イ
ズ
！
期
待
を
裏
切
ら
な
い
結
果
だ
な
ぁ
」

「
「
「
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
」
」
」

才
人
は
そ
の
よ
う
す
を
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
る
が
、
小
狼
は
、

「
（
な
ん
だ
？
こ
の
人
が
笑
わ
れ
て
い
る
？
ど
う
し
て
？
）
」
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と
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
る
。

才
人
は
我
慢
出
来
く
な
っ
た
の
か
、

「
お
い
！
ち
ょ
っ
と
…
！
」

と
言
う
。

「
う
わ
ぁ
っ
！
」

小
狼
は
隣
の
男
の
人
が
な
ん
て
言
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

い
き
な
り
だ
っ
た
の
で
驚
い
た
。

し
か
し
、

「
う
る
さ
ー
い
！
」

と
ル
イ
ズ
に
怒
鳴
ら
れ
て
、
二
人
共
、
肩
を
す
ぼ
め
た
。

「
ミ
ス
タ
ー
・
コ
ル
ベ
ー
ル
！
」

「
な
ん
だ
ね
？
」

「
あ
の
…
も
う
一
度
召
喚
さ
せ
て
下
さ
い
！
」

ル
イ
ズ
は
懇
願
す
る
。

で
も
、
や
は
り
、

「
そ
れ
は
出
来
な
い
」

コ
ル
ベ
ー
ル
は
首
を
横
に
振
っ
た
。

「
え
…
っ
？
な
ぜ
で
す
か
？
」

「
こ
の
儀
式
は
メ
イ
ジ
と
し
て
一
生
を
決
め
る
神
聖
な
も
の
。



25

や
り
直
す
な
ど
、
儀
式
そ
の
も
の
に
対
す
る
ぼ
う
と
く
で
す
ぞ
？

君
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
彼
等
は
君
の
使
い
魔
に
決
ま
っ
た
の

で
す
。
」

才
人
と
小
狼
は
訝
し
げ
な
顔
を
し
た
。

「
（
何
し
ゃ
べ
っ
て
ん
だ
か
知
ら
な
い
け
ど
、
着
て
る
も
ん
と
い
い
、

こ
い
つ
ら
か
な
り
ヤ
バ
イ
ぞ
？
）
」

「
（
な
、
な
ん
て
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
…

な
ん
か
ま
ず
い
気
が
す
る
…
！
）
」

ふ
い
に
才
人
と
小
狼
は
お
互
い
の
顔
を
見
た
。

「
（
こ
い
つ
も
巻
き
込
ま
れ
た
の
か
？

な
ん
か
こ
い
つ
も
変
な
格
好
し
て
る
け
ど
、
常
識
は
持
っ
て
そ
う
だ
な
…
）
」

「
（
こ
の
人
も
気
が
付
い
た
ら
こ
こ
に
い
た
の
か
な
…
？

周
り
の
人
と
服
が
全
然
違
う
し
…
）
」

才
人
は
と
り
あ
え
ず
小
狼
に
も
言
葉
は
通
じ
な
い
だ
ろ
う
が

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ら
…
と
思
い
、
人
が
い
な
い
方
角
を
指
差
し
た
。

小
狼
は
こ
く
ん
と
戸
惑
い
が
ち
に
頷
く
。

い
い
の
か
な
…
？
と
思
い
な
が
ら
。

そ
し
て
四
つ
ん
這
い
で
移
動
を
す
る
。
が
…

「
ぐ
え
っ
…
」

「
う
わ
っ
…
」

ル
イ
ズ
は
二
人
の
服
と
マ
ン
ト
を
引
っ
張
っ
た
。

「
で
も
平
民
を
使
い
魔
に
す
る
な
ん
て
、
聞
い
た
事
あ
り
ま
せ
ん
！
」
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ル
イ
ズ
が
そ
う
言
う
と
、
周
り
が
ま
た
大
笑
い
し
た
。

ル
イ
ズ
は
ま
た
ム
ッ
と
す
る
。

「
平
民
で
あ
ろ
う
と
、
な
ん
で
あ
ろ
う
と
、

例
外
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
！
儀
式
を
続
け
な
さ
い
。
」

「
え
ぇ
～
！
？
こ
れ
ら
と
…
？
」

ル
イ
ズ
は
泣
き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
言
う
と
、
才
人
を
杖
で
つ
つ
く
。

小
狼
は
そ
れ
を
見
て
、
つ
い
、

「
大
丈
夫
で
す
か
…
？
」

と
才
人
に
聞
い
た
。

言
葉
は
わ
か
ら
な
い
が
、
小
狼
は
な
ん
と
も
分
か
り
や
す
く
、
才
人
は

「
心
配
し
て
く
れ
て
る
の
か
…
」

と
嬉
し
く
な
っ
た
。

「
早
く
し
た
ま
え
！
で
な
い
と
、
君
は
本
当
に
退
学
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ぞ

？
」

「
そ
ー
だ
そ
ー
だ
」

ル
イ
ズ
は
諦
め
た
よ
う
に
た
め
息
を
つ
く
。

「
分
か
り
ま
し
た
…
」

そ
う
言
う
と
、
才
人
と
小
狼
を
キ
ッ
と
見
た
。

才
人
と
小
狼
は
後
退
り
し
た
。
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「
な
ん
だ
よ
！
？
」

「
え
？
え
？
」

ル
イ
ズ
は
怒
っ
た
よ
う
に
二
人
に
近
づ
く
。

「
い
い
ぞ
ー
ル
イ
ズ
！
」

と
声
が
す
る
。

「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
」

と
い
う
声
も
し
た
。

ル
イ
ズ
は
顔
を
赤
く
し
て
言
っ
た
。

「
感
謝
し
な
さ
い
よ
ね
。
貴
族
に
こ
ん
な
事
さ
れ
る
な
ん
て
、

普
通
は
一
生
無
い
ん
だ
か
ら
！
」

そ
う
言
う
と
杖
を
構
え
た
。

「
は
ぁ
？
」

「
え
っ
と
…
」

「
…
我
が
名
は
、
ル
イ
ズ
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
ル
・
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ラ
・
ヴ

ァ
リ
エ
ー
ル
。
」

そ
う
言
う
と
身
を
屈
め
る
。

「
五
つ
の
力
を
司
る
ペ
ン
ダ
コ
ン
。
こ
の
者
達
に
祝
福
を
与
え
、
我
の
使
い
魔

と
な
せ
。
」
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そ
う
言
う
と
、
才
人
に
顔
を
近
づ
け
る
。

才
人
は
頬
を
赤
く
し
て
焦
り
、
小
狼
も
顔
を
赤
く
し
て
い
る
。

「
何
す
る
気
だ
よ
！
？
」

「
良
い
か
ら
じ
っ
と
し
て
な
さ
い
！
」

ル
イ
ズ
は
そ
う
言
う
と
、
ま
た
 

顔
を
近
づ
け
る
。

「
ち
ょ
、
ち
よ
っ
と
、
ち
ょ
、
な
、

お
い
…
い
や
、
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
…
。
ま
っ
お
い
、
ち
ょ
っ
」

才
人
の
唇
に
、
ル
イ
ズ
の
唇
が
重
な
っ
た
…
。

ル
イ
ズ
は
離
れ
る
と
、
今
度
は
小
狼
の
方
を
向
く
。

小
狼
は
赤
く
な
っ
て
固
ま
っ
て
い
た
。

ル
イ
ズ
は
ま
た
顔
を
近
づ
け
る
。

そ
れ
に
小
狼
は
我
に
か
え
っ
た
。

「
え
、
あ
っ
あ
の
っ
！
ち
ょ
っ
、
ま
っ
…
ち
ょ
、
あ
の
…
！
ん
っ
」

そ
し
て
、
ま
た
、
唇
が
重
な
る
。

小
狼
は
今
ま
で
以
上
に
真
っ
赤
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ル
イ
ズ
が
小
狼
か
ら
離
れ
る
。

「
う
ん
。
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
、
無
事
、
終
了
し
ま
し
た
な
。
」

才
人
は
我
に
か
え
っ
た
。
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そ
し
て
怒
り
出
す
。

「
お
っ
お
い
！
今
の
ど
う
い
う
意
味
が
…
！
」

「
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
」

小
狼
は
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
時
、
二
人
の
体
か
ら
、
水
蒸
気
の
よ
う
な
も
の
が
出
始
め
た
。

「
ぐ
っ
！
」

「
え
っ
！
？
」

小
狼
も
我
に
か
え
っ
た
。

「
あ
ち
ぃ
…
体
が
…
！
」

「
体
が
…
熱
い
…
！
」

「
お
前
、
俺
達
に
何
を
し
た
！
」

才
人
が
叫
ぶ
。

「
す
ぐ
終
わ
る
わ
。
使
い
魔
の
ル
ー
ン
が
刻
ま
れ
る
だ
け
だ
か
ら
」

「
何
…
っ
！
？
」

「
何
て
…
！
？
」

「
ぐ
…
あ
…
あ
あ
…
！
ぐ
あ
あ
っ
！
」

「
う
…
ぐ
ぅ
…
く
っ
…
あ
っ
…
！
う
あ
あ
っ
！
」

二
人
の
左
手
に
光
る
文
字
が
刻
ま
れ
る
。

コ
ル
ベ
ー
ル
は
そ
れ
を
見
て
、
不
思
議
そ
う
な
声
を
出
し
た
。

「
ぐ
あ
あ
…
あ
…
」

「
ぐ
っ
…
あ
ぁ
…
」
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二
人
は
バ
タ
リ
と
倒
れ
、
気
絶
し
た
…
。
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契
約
（
後
書
き
）

「
「
「
…
…
」
」
」

あ
の
…
皆
さ
ん
？

「
な
ん
な
の
よ
こ
れ
ー
！
」

「
ぐ
わ
ー
！
」

「
は
、
恥
ず
か
し
す
ぎ
ま
す
…
／
／
／
／
」

あ
、
も
し
か
し
て
き
ｓ

「
「
「
言
う
な
―
―
―
―
！
！
！
」
」
」

ど
か
！
ば
き
！
ぐ
し
ゃ
！
ガ
キ
ッ
！
ド
ッ
カ
―
―
ン
！

「
あ
、
琥
珀
気
絶
し
ち
ゃ
っ
た
」

「
あ
あ
！
す
、
す
い
ま
せ
ん
！
」

「
い
い
よ
！
こ
ん
な
作
者
！
」

「
え
、
え
え
！
？
」

「
そ
ー
い
え
ば
小
狼
っ
て
初
心
だ
な
ー
」

「
え
、
え
え
！
？
」

「
ま
、
確
か
に
そ
う
ね
」

「
え
え
え
！
？
」

「
ま
、
十
四
歳
じ
ゃ
し
ょ
う
が
ね
ぇ
か
」

「
え
え
え
え
え
！
？
」

「
と
に
か
く
あ
ん
た
た
ち
！
私
の
使
い
魔
に
な
っ
た
ん
だ
か
ら

し
っ
か
り
し
て
よ
ね
！
」

「
へ
ー
へ
ー
」
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「
は
い
！
」
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使
い
魔

「
も
ぅ
！
な
ん
で
気
絶
す
ん
の
よ
！
」

ル
イ
ズ
は
気
絶
し
た
二
人
を
見
て
言
っ
た
。

「
（
誰
か
に
レ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
頼
ま
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
じ
ゃ
な

い
！
）
」

ル
イ
ズ
は
悔
し
そ
う
に
拳
を
握
り
締
め
る
。

「
…
お
願
い
…
。
誰
か
、
レ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
…
！
」

「
僕
が
や
ろ
う
」

ギ
ー
シ
ュ
が
杖
を
振
り
、
二
人
を
浮
か
せ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

才
人
と
小
狼
（
と
モ
コ
ナ
）
は
ル
イ
ズ
の
部
屋
の
わ
ら
の
上
で
眠
っ
て
（
？
）

い
る
。

し
か
し
、
ハ
ッ
と
才
人
と
小
狼
の
目
が
覚
め
た
。

が
ば
っ
と
起
き
上
が
る
。
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「
は
ぁ
…
は
ぁ
…
」

才
人
が
怖
い
夢
で
も
見
た
よ
う
に
呼
吸
す
る
。

「
な
ん
だ
？
今
の
夢
っ
て
…
」

「
今
の
っ
て
…
一
体
…
」

「
「
夢
じ
ゃ
な
い
！
」
」

才
人
と
小
狼
は
同
時
に
叫
ぶ
。

お
互
い
が
い
る
と
い
う
事
は
、
夢
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

二
人
は
部
屋
を
見
渡
し
た
。

す
る
と

「
や
っ
と
目
を
覚
ま
し
た
よ
う
ね
」

「
い
ぃ
っ
？
や
っ
ぱ
り
夢
じ
ゃ
ね
ぇ
！
」

「
あ
…
さ
っ
き
の
…
」

「
胃
が
痛
く
な
る
ほ
ど
悩
ん
だ
け
ど
、

諦
め
て
貴
方
達
を
使
い
魔
に
す
る
こ
と
に
し
た
わ
。

光
栄
に
思
い
な
さ
い
。
」

才
人
と
小
狼
は
立
ち
上
が
っ
た
。

「
一
体
俺
は
ど
こ
に
拉
致
さ
れ
た
ん
だ
！

俺
を
家
に
帰
せ
！
帰
さ
ね
ぇ
っ
て
ん
な
ら
…
！
」
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才
人
が
喚
く
。

小
狼
は

「
（
通
じ
な
い
と
思
う
け
ど
…
）
」

と
思
っ
た
。

し
か
し
、
次
の
瞬
間
、
二
人
は
顔
を
赤
く
し
た
。

ル
イ
ズ
が
着
替
え
を
始
め
た
の
だ
。

そ
し
て
、
脱
い
だ
制
服
を
才
人
と
小
狼
に
投
げ
た
。

「
ぶ
っ
！
」

「
わ
っ
…
と
…
」

才
人
は
顔
面
キ
ャ
ッ
チ
し
、
小
狼
は
手
で
受
け
止
め
た
。

「
そ
れ
洗
濯
し
と
い
て
。
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、

使
い
魔
な
ん
だ
か
ら
そ
の
ぐ
ら
い
分
か
る
で
し
ょ
？
」

「
（
こ
れ
を
ど
う
し
ろ
と
…
？
…
！
！
）
」

小
狼
は
ル
イ
ズ
の
格
好
に
気
付
き
、
後
ろ
を
向
く
。

才
人
は
顔
か
ら
服
を
取
る
と
、
ル
イ
ズ
の
格
好
を
見
て
、
ま
た
服
を
顔
に
押
し

付
け
見
な
い
よ
う
に
し
た
。

「
主
人
の
命
令
も
わ
か
ら
な
い
の
？
命
令
す
ら
通
じ
な
い
な
ん
て
…
犬
以
下
だ

わ
」

ガ
ク
ッ
と
ル
イ
ズ
は
落
ち
込
む
。

「
ふ
っ
服
を
着
て
く
だ
さ
い
―
―
―
！
！
」

「
お
っ
お
い
！
色
仕
掛
け
で
何
し
よ
う
っ
て
ん
だ
！
つ
か
お
前
誰
だ
よ
」
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「
あ
ー
も
ー
！
う
る
さ
い
！
そ
れ
も
ピ
ー
ピ
ー
吠
え
て
ば
っ
か
だ
し
…
！

あ
！
口
封
じ
の
魔
法
！
去
年
教
わ
っ
た
や
つ
…
」

ル
イ
ズ
は
杖
を
手
に
取
っ
た
。

「
え
ー
と
ー
…
、
ア
ン
ス
ル
・
レ
ル
・
ア
ン

直
ち
に
沈
黙
を
も
ち
て
、
我
が
要
求
に
答
え
よ
！
」

ド
ッ
カ
ー
ン
！
！

凄
ま
じ
い
爆
発
が
起
き
た
。

才
人
が
黒
焦
げ
に
な
り
倒
れ
て
い
る
。

小
狼
は
大
し
た
ダ
メ
ー
ジ
は
無
い
ら
し
い
。

だ
て
に
炎
の
中
に
突
っ
込
ん
で
い
っ
た
体
は
し
て
い
な
い
。

モ
コ
ナ
も
守
っ
て
い
る
。

し
か
し
ル
イ
ズ
は
お
構
い
無
し
に
、

「
お
か
し
い
な
ぁ
～
？
」

な
ど
言
っ
て
い
る
。

「
…
な
ん
だ
…
今
の
は
…
」

「
え
っ
？
」

「
あ
れ
？
」

才
人
の
言
葉
に
ル
イ
ズ
と
小
狼
が
反
応
す
る
。
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才
人
が
ふ
ら
ふ
ら
と
立
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
可
愛
い
か
ら
遠
慮
し
て
た
け
ど
、

こ
う
な
り
ゃ
力
ず
く
で
…
！
」

「
分
か
る
！
分
か
る
わ
！
」

「
え
…
、
今
、
分
か
る
わ
っ
て
言
っ
た
か
？
」

ル
イ
ズ
が
こ
く
り
と
頷
く
。

「
言
葉
が
わ
か
り
ま
す
！
」

小
狼
が
嬉
し
そ
う
に
言
っ
た
。

「
何
か
言
い
な
さ
い
」

「
な
ん
だ
よ
。
皆
、
日
本
語
喋
れ
ん
じ
ゃ
ね
ー
か
」

「
日
本
語
？
え
ー
と
…
」

小
狼
が
日
本
語
に
反
応
す
る
。

し
か
し
ル
イ
ズ
は
、

「
ど
う
い
う
こ
と
？
沈
黙
の
呪
文
だ
っ
た
の
に
…
。

ま
ー
た
失
敗
…
。
あ
ん
た
等
、
名
前
は
？
」

「
俺
？
名
前
は
平
賀
才
人
だ
け
ど
…
」

「
ヒ
ラ
ガ
サ
イ
ト
？
」

「
才
人
さ
ん
、
で
す
か
？
あ
、
お
れ
は
小
狼
で
す
。
」

「
シ
ャ
オ
ラ
ン
？
」

「
え
？
何
？
お
前
中
国
人
？
」

「
え
？
中
国
人
っ
て
な
ん
で
す
か
？
」

「
「
「
…
」
」
」

「
ん
な
事
よ
り
、
俺
達
は
何
で
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ
？
」
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「
教
え
て
貰
え
ま
せ
ん
か
？
」

「
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
？
」

ル
イ
ズ
が
呆
れ
た
よ
う
に
言
っ
た
。

「
私
に
召
喚
さ
れ
た
の
よ
。
使
い
魔
と
し
て
…
ね
」

才
人
と
小
狼
は
目
が
点
に
な
っ
た
。

「
「
使
い
魔
！
？
」
」

「
使
い
魔
っ
て
魔
術
師
が
連
れ
て
る
…
」

「
そ
う
よ
」

そ
の
時
、
才
人
と
小
狼
は
左
手
に
何
か
を
見
つ
け
た
。
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使
い
魔
（
後
書
き
）

「
や
っ
ぱ
り
俺
が
バ
カ
っ
ぽ
い
…
」

「
ば
、
バ
カ
な
ん
か
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
！
」

「
で
も
顔
面
キ
ャ
ッ
チ
に
黒
焦
げ
に
…
ど
う
せ
俺
は
モ
グ
ラ
さ
…
」

「
も
、
モ
グ
ラ
…
？
」

「
シ
ャ
オ
ラ
ン
は
な
ん
か
節
々
か
ら
強
い
っ
て
い
う
の
は
わ
か
る
わ
ね
」

「
え
、
え
っ
と
…
」

「
少
し
ボ
ケ
て
る
け
ど
」

「
え
え
！
？
」

「
ボ
ケ
て
る
っ
つ
ー
か
、
ゼ
ロ
の
使
い
魔
に
は
い
な
い
タ
イ
プ
な
ん
だ
よ
な
」

「
積
極
的
じ
ゃ
な
い
の
よ
ね
」

「
な
ん
て
い
う
の
か
…
」

「
そ
れ
は
お
れ
の
す
、
好
き
な
人
が
！
い
、
い
な
い
し
！
そ
、
そ
の
…
！
！
／

／
／
／
」

「
へ
ー
ぇ
？
好
き
な
奴
い
ん
の
か
ぁ
」

「
誰
よ
？
」

「
い
、
い
や
、
だ
か
ら
…
／
／
／
／
」

…
あ
の
ー
作
者
無
視
で
す
か
？

「
あ
ら
い
た
の
」

「
い
た
の
か
」

「
い
、
い
た
ん
で
す
か
」

小
狼
ま
で
！
！

シ
ョ
ッ
ク
！

「
す
い
ま
せ
ん
！
」
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い
い
ん
だ
よ
…

ど
う
せ
モ
グ
ラ
さ
…

「
そ
れ
俺
の
セ
リ
フ
！
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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